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各部のなまえ 
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取扱説明書 

お買い上げいただをありがとラございまず。 

A ' 電気製品はま全のためのミま; 

言口 I なることびあ0ます。 


■本巧 


電気製品はま全のためのを意事項を守5ないと、火がや人身事故に 
なることびあ0ます。 


この取扱説明書には、事故を防ぐための重要なま意事項と製品の取り扱いかたを示し 
ています。 この取扱説明書をよくお読みのうえ、 製品を安全にお使いください。 
お読みになったあとは、いつでち見日れるところに必ず保管してください。 
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この説日月書は 10 日％ち紙再 
生紙と VOC (揮発性有機 
化合物)ゼ□植物油型イン 
キを使巧しています。 



内蔵マイク 


REC/PAUSE (録音 
/一時停止)ボタン 

STOP (停止)ボタン 


USB キャップ 



ネックストラップ 
ホルダーが 

オペレーションが 

HOLD (誤操作防止） 
スイッチ *4 

電池ぶた 

DPC 入/切スイッチ 


スピーカー 
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A 警告 


まをのために 


事故を防ぐために;欠のことを必ずお守りください。 

• ま全のための注意事項を守る 
• 故障したら使わない 

• 万一異常が起さたら、お買い上げ店またはソニーサー 
ビス窓 □に修理を依頼する 

警告表示の意味 

この取扳説日月書では、巧のよラな表示をしています。 
表示の内容をよく理觸してから本文をお読みください。 


凶!^危晚 


この表おの注意事項を守らない 
と、火災•感電•破裂などにより 
死こや大けびなどの人身事故び 
生じます。 


A 警告 


この表示の注意事項を守らない 
と、火災-感電などにより死こや 
大けびなど人身事故の原因とな 
ります。 




この表示の注意事項を守らない 
と、感電やその他のま故によりけ 
びをしたり周辺の家財に損害を 
与えたりすることびあります。 


ミ主意を促す記号 


鲁会 

行為を禁止ずる 
記号 

0 ® 

禁止分解禁止 


IA 警告 I 座 A 

I -1 山 W が面 


A 下記のま意事項を巧5ない 
'ブ\ と义が*感電によ0死こや 
感電大けがの原因となります。 



内部に水や異物を落とさない 

万一、水や異物び入ったとさは、 
すぐに電池を抜を、お買い上げ 
店やソニーヴービス窓□にご相 
談< ださい。 


湿気やほこり、油煙、湯気のをい場所や、直射曰巧の 
あたる場所には置かない 

火災や感電の原因となることび iO 

あります。とくに風呂場では絶 1.^1 : 

础こ使用しないでください。 1? 部^ 禁止 



IA 注思] 


下記のま意事項を守6ないとけびをしたり 
周辺の家財に損害をちえたりずることがあ 
りまず。 



内部を開けない 

感電の原因となることびありま 
す。内部の点検や修理はお買い 
上げ店または ソニーサービス 窓 
□にご相談ください。 


大音量で長時間つづけて聞きずぎない 

耳を刺激するよラな大をな音量 ^ 

で長時間つづけて聞くと、聴力 ，が挡 
に悪い影響を与えることびあり 
ます。とくにイ ヤーレシーバー 
で聞 < とさにご注意 < ださい。 

呼びかけられて返事びで去るく 
らいの音量で間をましよラ。 



電池についてのまを上のごを意 

液漏れ•破製•発熱•発乂*誤軟による大けがや失明を避 
けるため、下記の注意事項を必ずお守りください。 

IA 危険1 乾電池が液漏れしたとをは 

乾電池の液び漏れたときは素手で液をさわ!5ない 

液が本体内部に残ることびあるため、お客様ご相 
談センターまたは ソニーサービス 窓□にご相談く 
ださし、。 

液び目に入ったとさは、失明の原因になることび 
あるので目をこすらず、すぐに水道水などのされ 
いな水で充分洗い、ただちに医師の治療を賽けて 
<ださい。 

液び身体やを服についたとさち、やけどやけびの 
原因になるので、すぐにされいな水で洗い流し、巧 
膚に炎症やけびの症状びあるとをには医師に相談 
して < ださい。 




ルさい電池は飮み込む恐れびあるので、乳幼児の手の 
届くところに置かない。万び一飲み込んだ場合は、室 
息や胃などへの障害の原因になるので、直ちに医師に 
相談する。 

機器の表示に合わせて+と一を正しく入れる。 

充電しない。 

火の中に入れない。分觸、加熱しない。 

コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒に携帯- 
保管しない。ショートさせない。 

液漏れした電池は使わない。 

使い切った電池は取りはずす。長時間使用しないとき 
を取りはずす。 


l / i \ ミち后3 


• 火のそばや直射曰光のあたるところ-炎天下の車中な 
ど、高温の場所で使用-保管-放置しない。 

• 外装のビニールチューブをはびしたり傷つけたりしな 
い。 

• 指定された種類列の電池は使用しない。 

巧電式の電池を使用ずる場合のご注意 

• 本機では、充電式電池ち使用でさます。 

• 充電池で満充電状態でち、本機に入れたとをにバッテ 
U —鶏量表示びフル状態をおさない場合びあります。 

• 電池の持続時間は、アルカリ乾電池よりち短くなりま 
す。 

• 充電器は常温で使用して<ださい。 

• 充電池および充電器は、切下の製品をご利巧ください。 
-充電式ニッケル水素電地： NH - AAA -2 BE 
-巧電式ニッケル水素電池専用急速充電器： 

目 CG -34 HRE 


曰本国巧での巧電式電池の廃棄について 

ニッケル水素電池は、 U サイクルでをます。 
^ A 不要に なった ニッケル水素電池は、金属部 
に セ□八ンテープな どの絶縁 テープを貼っ 
Mi~MH てな電式電池 I 」サイクル協力店へお持ちぐ 
たさい。 

充電式電池の回収-1」サイクルおよび I 」サイクル協 
力店については有限責任中間法人 J 巨 RC ホームページ 
h 行 p :// www . jbrc . net / hp / contents / index.html を参照 
してください。 


この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議を ( VCCI ) の基準に基づ < クラス B 情報技術装置です。 
この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますび、この装置びラジオやテレビジョン受信機に近 
接して使用されると、受信障害を引さ起こすことびあります。取扱説明書に従って正しい取り扱いをして 
下さい。 


本機には電源スイッチはありません。 

ゴ属または別売のステレオイヤーレシーバーをイヤホ 
ンジャックに差し&みまず。雑音が入るとさはイヤー 
レシーパーのプラグをきれいに巧いてください。 



がコント□—ルキーの使いかた 

再生 1 U 外にメニューの操作にち使います。メ 
ニューモードに入ってか5、をち方向に巧して 
項目を選び、中央 (►■■) を押して決定します。 





がネックストラツプの取り付けかた 



矢印のち向にず6ずと、すべてのボタンび操作 
でをなくなりまず。停止中にホールドにずる 
と、表示窓の表示がずベて消えます。 

HOLD 


( Co Q 〇參 ) 


■表巧窓 


フオルダ表示 ( A / B / C / D / E /。)、 用件番号表示、録音表示 ( REC )、 録音時間表お、メモリー残量 
表示、フォルダ内の総用件数、メニュー、カウンター、残り時間、録音日付、現在時刻など。 


i 06 0:05:231 
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リピート表示 


電池残量表示 


再生モード表示録音モード表示 マイク感度表示 

( HQ / SP / LP ) I 

V 0 R 表示 

録音または再生停止後はカウンターび時計表示になり、約30秒後に表示び消えます。 


■付属品一覧 

ステレオイ ヤーレシーバー （1) 
ソニーアルカ U 乾電池 LR 03 (1) 
ソニーご相談窓口のご案内〔1) 


CD-ROM (1) 
取扱説明書 （1) 

ネックストラップ （1) 


保証書 （1) 


■電池を入れる 

田電池ぶたを矢印の方向にず6して開ける。 


回付属の単4アルカリ乾電池を入れ、ふたを閉め 
る。 





電池ぶたは落としたり、無理な力を加えたりする 
とはずれることびあります。そのとさはちの図 
のよラにはめ直してください。 


使用でさるを電池と巧電池 

• 単4形アルカ U 乾電池1本(付属） 

• 単4お充電式ニッケル水素電池(別売り）： NH - AAA -2 BE 
充電器は、故下の製品をご利用ください。 

充電式ニッケル水素電池専用急速充電器(別売り）： BCG -34 HRE 



!ごミ主意 

マンガン電池は使用できません。 


D 、 E の空いているフオルダに自動のに切0換わ 
ります。 


録音巧能時囲について 

最大録音時間*は、全フオルダ合わせて下記のとおりです。録音可能な残り時間はメニューのに PLAY >」 で 
確認でさます(裏面「設定」参照)。 

* 本機に収録されている "Player Tool for Windows Media Player " 、 " Windows ® 2000 Professional 、 

な — . 一'戸習用教材を消去したときの録音時間 


マイク感度を切日換える 

メニュー [MIC SENS : H 」 で、切り換えることびできます屬面 r 設赴参照)。 


録音モードを選ぶ 

メニュー 「REC M 0 DE : HQ 」 で、用途に応じた録音モードに設定します屬面「設赴参照)。 
より良い音質で録音したいとをは、 HQ モードを選んでください。 


録音中の音をモニターするには 

イヤーレシーバーを使って、モニターします。 

イヤーレシーバーからの音量(モニター音量)は、コント□ールキーを V 0 L + または V 0 L - 方向に巧して調節 
します。録音される音量に影響はありません。 


田己/ MENU を押して、録音ずるフオルダを選ぶ。 

回停止中に REC/PAUSE を押ず。 

一番最後の部分に録音び追加され、すぐに録音び始めら 
れます。 

例： I 巧件1 I ]用件2 I ]新しい亂牛 I ;空さ又べ一 
图內蔵マイクに向かって話ず。 

团録音を止めるには STOP を押ず。 


!ごミち意 

• 0 PR ランプびオレンジに点な-点滅中は電池をはずさないでください。データび破損するおそれびあります。 

• 録音中、本機に手などびあたったり、こすったりすると雑音び録音されてしまうことびあります。 

• 録音を始める前に必ず電池鶏量表示を確認してください。 

録音を一時停止するには 

REC / PAUSE を巧します。 「 PAUSE 」 び点滅します。一時停止を解除するには、もう一度 REC / PAUSE 対甲 
しよ 9 〇 



□ 99 1 に 99 j に99 1〇99 ]に99] 


メモリー巧量表示について 

残量びミ咸ると、表示窓の表示でお知らせします。 

残量が1日日％のとをは、 ■ と表示されます。 

録音中に残り時間び5分を切ると、残量表示 □ が点滅します。 

メモ U —びいっぱいになると、自動的に録音び止まり、警告音が鳴り 、 「MEMORY FULL 」 表示び点滅します。 
残量表示は □ び点滅します。不要な用件を消去して<ださい。 

■音がしたとき自動的に録音を始める 
(デジタル VOR 機能） 

メニュー操作で 「 V 0 R :0 N 」 にして、 V 0 R (自動録音スタート)び設定でさます(裏面 r 設定」参照)。 


■用件を再生ずる 

今録音したばかりの用件を聞くには、手順回から行ってください。 

田亡1 / MENU を巧して再生したい用件を録音した 
フオルダを選ぶ。 

回コント□—ルキーを！◄◄または方向に巧して用 
件番号を選び、を押ず。 

固コント□—ルキーを VOL + または VOL - 方向に f 甲 
して音量を調節ずる。 

团再生を止めるには STOP を押ず。 


一時停止する 

を押す。（をラー度巧すと、止めたところから再生び始まります。） 

今聞いている巧件の頭に戻る 

W 方向に短く1回巧す。 


前の用件、さらに前の巧件に戻る 

W 方向に短く何回か押す。 
す。） 

(停止中は押したままにすると、達続して戻りま 

: 欠の用件に進む 

► W 方向に短 <1回押す。 


さらに次の巧件に進む 

► W 方向に短く何回か押す。 
す。） 

(停止中は巧したままにすると、連続して進みま 

早をり/早戻しする* 

再生中に(早送り/キュ ー) または!◄ィ焊戻し/レビュー)方向に押し 
たままにして、聞きたいところで離す。 


最初はかしずつ早送り/早戻しされます。しばらくそのままにすると、高速での早送り/早戻しになります。早 
送り/早戻し中は、表示モードの設定に関係な <、カウンター表示になります。 

最後の巧件の終わりまで早送りすると 「MESSAGE END 」 び点滅し、フオルダ内の最後の巧件の頭に戻って止ま 


ります。 

再生速度を調節ずる ( DPC ) 

DPC 入/切スイッチを 「 ON 」 にします。 

再生速度は、メこュー 「 DPC : 日％」で設定できます盧面 r 設赴参照)。 

通常の再生速度に戻ずには 

DPC 入/切スイッチを 「 OFF 」 にします。 

!ごミ主意 

• DPC スイッチを rON 」 にした場合、音質び変わります。 

• DPC の再生速度表示(％)は目まです。表おと実隙の再生速度は必ずしち一致しません。 

再生モードを選ぶ 

メニュー 「 V 0 に E PL M 0 DE >」 で、再生モードを変更できます(裏面 r 設定」参照)。 

指定した区囲を繰日返し再生する ( A - B リピート） 

1 再生中に A - Bq ：( i 」 ピート)を短く押して、 A 点を指定する。 

2 「 A - B 目?」び点滅中に、もう一度 A - B 每（リピート)を短く押して、目点を指定する。 

「 A-B REPEAT 」 び表示され、指定した期間び繰り返し再生されます。 

A - B'J ピート再生を止めるには 

STOP ボタンを巧します。 A - 目 U ピート設定が解除されます。 A - BU ピート再生を続けたい場をは■ボ 
タンを巧して一時停止にします。 

!ごミ主意 

• 2件 ULL の再生にまたびって指定することはできません。 

• 目点を指定しないと、その用件の終わりまで再生して、そこび自動的に B 点になります。 


■消去ずる 

!ごミち意 

一度消去した内容はちとに戻すことはでをません。 

1件ずつ消去ずる 

1消去したい用件を選ぶ。 

2 ；><二:!一で 、 「ERASE AMSG >」 を選び、を押す。 
「ERASING - • •」び点灯し、用件び消去されます。 

途中で消去をやめるには 

決定の前で STOP ボタンを巧します。 

フォルダの中身をずべて消去する 

1 消去したいフォルダを選ぶ。 

2 方二:!一で 、 「ERASE ALL MSG >」 を選び、►■■を押す。 
「ERASING - • •」び点好し、フォルダの中身び消去されます。 

透中で消去をやめるには 

決定の前で STOP ボタン対甲します。 

!ごを意 

巧件数びるい場合は数分程度かかる場合びあります。そのままお待ちください。 



Windows 98 becond Edition 用トフイ八、詰を与 
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HQ モー ドり 

SP モー ド*2 

LP モ— ド*3 

57時間3日分 

1己3時間2己分 

251時間己分 


HQ モード：高音質モード 
SP モード：標準モード 
LP モード：長時間モード 


ICD - U 70 


HQ モード* 1 

SP モ—ド* 2 

LP モ—ド* 3 

115時間1日分 

3日7時間15分 

502時間4己分 


巧電池、巧電池の持続時囲 

乾電池の持続時間 (ソニーアルカ U 乾電池 LR 03 ( SG ) を連続使用時） 


- - . 


HU モード 

- がモード。 

L ドモ ー ^ 、 

M ド 3 

録音時 

約11時間 

約16時間3日分 

約16時間30分 

- 

再生時*5 

約13時間 

約19時間 

約19時間 

約8時間30分 

充電池の持続時間(ソニ- 

-充電式ニッケ j レ水素電池 N H-AAA を連続使用時） 


HQ モード*: 

)- SP モード* 3 

LP モード* 4 

MP 3 

録音時 

約9時間3日分 約14時間3日分 

約14時間30分 

- 

再生時*5 

約11時間 

約16時間 

約16時間 

約8時間 


W 電池持続時間は使用条件によって短くなる場合びあります。 

が HQ モード：高音質モード 
*3 SP モード：標準モード 
*4 LP モード：長時間モード 

ts 音量レベルを中間付近に設定しステレオイヤーレシーバーで再生した場合。 

電池を交換ずる時期 

電池の残量びな < なって < ると、表示窓の表示でお知らせします。 

亡3び点滅したら、電池を交換してください。 

亡こ!び点滅し 「CHANGE BATTERY 」 び3回点滅すると電源び切れ、操作びでさなくなります。 

!ごミ主意 

• 乾電池を交換する隙、電池を损くと、時計設定画面(日付表おび点激に戻ってしまったり、日付-時刻び正しく表 
おされません。時計を合わせ直してください。なお、録音した内容は消えません。 

•「 ACCESS 」 表おび出ている、または 0 PR ランプびオレンジに点滅している間は、メモ U - へアクセス中です。ア 
クセス中は、乾電池/充電池をはずさないでください。データび破損するおそれびあります。 


■時計を合わせる 

録音した日付を記録するためには、本機の時計をわせをしておく必要びあります。 


丘]己/ MENU を長 f 甲しする。 

メニュー画面び表示されます。 

回コント□—ルキーをの方向に押して、 
「 DATE & TIME > J を表示させ、■を押す。 

時計設定画面び表示されます。 

固コント□—ルキーをの方向に押して年を選び、 
を押してミ夫定する。 

团同様にコント□ールキーをの方向に押して巧/ 
日/時/分を選び、を押してミ夫定ずる。 

分を決定すると時計び設定され、再び 「DATE & 
TIME >」 び表示されます。 

固 STOP を f 甲ず。 


REC MODEiHQ 


DATE ft TIME> 


06y 1 m 1d| 


■用件を録音ずる 

A 〜 E の日つのフォルダそれぞれに 99 件まで、合計 49 日件の用件を録音でさます。 

用件専用フォルダ M P 3 専用フォルダ 

Ia ド Lb H (5>| D >[ E I 叶 I 。フオルダを選ん I 


。は MP 3 専用のフオルダでず。 

。フオルダを選んで用件を録音すると A 、 B 、 C 、 


再生/消去 


録音 


一 □□□ 


一 □□□ 












パソコンとつないで使 5 


必要なシステム構ぶ 

• 旧 M PC / AT * 1 およびその互換機 

- CPU : 266 MHzi ； (上の Pentium II プ□セッサー* 2 もしくは同等の性能を有するプ□セッサー 
- RAM 容量： 641\/1臣似上 

-八ードディスクの空き容量：日 MB 政上(音青データの扱い量に比例してそれ政上の空き容量び必要です。） 

- US 臣ポ ー h 

-ヴウンドボード ： Sound Blaster 16互換 

-ディスプレイ：八イカラー (16 ビットカラー)政上、80日 X 480 ドット政上 
• 対応 0 S : Microsoft ® Windows ® XP Media Center Edition 200日、 Windows ® XP Media Center 
Edition 2004、 Windows ® XP Professional 、 Windows ® XP Home Edition 、 Windows ® 2000 
Professional 、 Windows ® Millennium Edition 、 Windows ® 98 Second Edition 標準インストール* 3 (日 
本語版） 

• Windows Media Player ： Ver . 6. 4な上(お使いのパソコンび Windows Media Player の必要なシステム構 
成(動作環境)を満たしている必要びあります。） 

*1 IBM 、 PC / AT は米国 International Business Machines Corporation の登録商標です。 

*2 Pentium は Intel Corporation の登録商標です。 

*3 Microsoft 、 Windows は米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。 

■パソコンとつなぐ 

田ドライバをインス!ルずる 
(Windows 2000 Professional と 
Windows 98 Second Edition の場合のみ)。 

本機の USB キャップをはずし、パソコンの US 臣 
端テにつなぎ、付属の CD - ROM か5ドライバを 
インス I -ールしてくださし、。 

ドライバをインストールするには、エクスプ 
□ーラで CD - ROM ドライプを開を 「 JAPAN 」一 
「 UDrive し JP 」 をダブルク U ックし、表おされる 
インス I -ーラ画面の指示に従ってください。 

回パソコンで用件を再生ずるために必要なプラグインをパソコンにインストールずる。 

エクスプ □- ラで CD - ROM のドライプを開きリ八ド八1\1」一|"ド13乂61*下〇〇に6山白_」ド」をダプルクリックする 
と 、 Windows Media Player 用のプラグインのインス!ラ画面び表示されます。画面の指示に従ってイ 
ンス I -ールして<ださい。 

うヒント 

• Windows 2000 Professional/Windows 98 Second Edition 用ドライバと、再生用プラグインは、本体のメモ 
リ内にを収録されています。 

• 本機は USB マスストレージディバイスとしてもご使巧になれます。 

!ごを意 

OPR ランプびオレンジに点な、点滅中は本機とパソコンび通信中です。通信中は本機をパソコンから抜かないでく 
ださい。 

おほいのパソコンに本機を直接接続でをない場をは 

専巧 USB 接続補助ケープル PC - U 001 を補修部品としてご用意しています。詳しくは、お買い上げ店またはソニー 
サービス窓 □へお問い合わせ < ださい。 また、 US 巨口づのついた USBA ブでをご使用になれます。 



■ MP 3 ファイルを本機で再生ずる 

田パソコン巧の MP 3 ファイルを本機の。 ( MUS に）フォルダ巧にドラッグアンドド□ップずる。 

2階層、最大300個のフォルダび作れます。各階層および。フォルダの直下には合計999曲の MP 3 ファイル 
を入れることがでさます。 

回本機の己/ MENU を押して r 。」 を選ぶ。 

回コント□—ルキーを！◄◄または方向に押して再生したいファイルを選び、を押ず。 

選んだ巧の再生び始まります。 

团再生を止めるには STOP を押ず。 


MP 3 ファイルの記録巧能時間* 
に D - U 60 


ビットレート 

ファイルの記録可能時間 

256 kbs 

約4時間20分 

128 kbps 

約8時間40分 

48 kbps 

約23時間1日分 

に D - U 70 

ビットレート 

ファイルの記録可能時間 

2日目 kbs 

約8時間40分 

128 kbps 

約17時間25分 

48 kbps 

約46時間3日分 


• 本機に収録されている " Player Tool for 
Windows Media Player ’’、" Windows ® 

200日 Professional 、 Windows ® 98 Second 
Edition 用ドライバ"、語学学習用教材を消去し 
たとをの記録時間 

• 本機に MP 3 ファイル列のファイルび入って 
いる場合、記録可能時間び変化します。 


を本煤での MP 3 ファイルの再生順巧 

パソコンから本機にコピーされた J ] フオルダ内の 
MP 3 ファイルは 、 「MUSIC PLMODE >」 び 「ALL 
REPEAT 」 のと去、図のようにフオルダ階層び浅い 
順番に本機で再生されます (© 〜 ® の順斬。 

パソコンに表示される。フオルダのツリー図 


MUSIC 



!ごを意 

• A 〜 E フオルダに MP 3 ファイルをコピーしてち本機では認識、再生できません。 

• DPC 入/切スイッチを rON 」 にした場合は音質び変わりモノラル再生になります。 

• MP 3 ファイルの再生では、再生中斷後のスタート位置に多みの誤差び発生する場合びあります。 


再生モードを選ぶ 

メニュー 「 MUS に PL M 0 DE >」 で、再生モードを選びます （ r 設定」参照)。 


■ 用件をパソコンで再生ずる 

田本機のフォルダか5バソコンにコピーしたい巧件（ファイル)をドラッグアンドド□ップずる。 

回バソコンでファイルをダブルク U ックして再生ずる。 

パソコンか 6 本機に用件をコピーする 

1パソコンのフォルダ占、5本機の A 〜 E フォルダのいずれかに〕ピーしたい用件(ファイル)をドラッ 
グアンドド□ップする。 

!ご注意 

り ( MUS に）フォルダに田件ロァイル)を〕ピーしても本機では認識、再生できません。 


設定 


■設定メニユーの操作方法 

丘]己/ MENU を長巧ししてメニユーモードに入る。 

回コント□-ルキーを左ちち向に巧して項目を遇び、を巧して巧定する。 
图 STOP を f 甲してメニユーモードを按了ずる。 


メニユ ー 覧 

メ ニュー 

設定項目 （#: 巧期設定） 

REC M 0 DE:HQ 

録音モードを設定します。 

HQ * : 音質を重視する大切な録音。 

SP :通常の録音。 

LP :音質を重視しない簡易な録音。 

M に SENS:H 

マイクの感度を設定します。 

H * :かさな音を大をくするとともに、全体の録音レベルを最適化することでバランスのとれ 
た録音を実現します。にい会議室での録音など、違くの音やルさい音を録音するとをに 
使用します。 

L : □述録音など、マイクを□元に近づけて録音したり、近くの音や大きい音を録音すると 
きに使用します。 

DISPLAY > 

表示モードを設定します。（それぞれ再生時/停止時/録音時に表示される項目です。） 
COUNTER * : 1巧件の経過時間/1用件の経過時間/録音経過時間 

REMAIN :1用件の残り時間/残り録音可能時間/鶏り録音可能時間 

REC DATE :録音年月曰/録音年月曰/現在年月日 

REC TIME :録音時刻/録音時刻/現在時刻 

V 0 R :0 FF 

デジタル V 0 R を設定します。 

ON :ある大きさの音をマイクび拾うと自動的に録音び始まり、音びルさくなると録音 
び止まります。 REC / PAUSE ボタンを押して、録音を始めると、 rvOR 」 機能び働き 
ます。音びルさくなり録音び自動的に一時停止すると、 rVORPAUSE 」 び点滅しま 
す。 

OFF * : V 0 R 機能は働去ません。 

!ごミち意 

V 0 R 機能は周囲の環境に左ちされます。状況に合わせてメニュー操作でマイク感度を 「 M に 
SENS : H 」 または 「 M に SENS : L 」 に切り換えても思いどおりに録音できないときや、大切な 
録音をするとをは、 V 0 R を rOFF 」 にしてください。 

DPC : 日％ 

DPC スイッチを rON 」 にした場合、再生速度の通常の約2倍 (+10 日％)から半分（一己日％)ま 
での範囲で設定します。+設定 （「FAST PLAY 」 び表示)では r + 10」刻みで、-設定 （「SLOW 
PLAY 」 び表示)では「一引刻みで設定されます。 

VOICE PL M 0 DE > 

用件フォルダの再生モードを設定します。 

1 FILE PLAY * : ひとつの巧件の再生び終わると、次の用件のはじめで停止します。 

1 FILE REPEAT : ひとつの巧件を繰り返し再生します。 

CONTINUED PLAY :ひとつのフォルダ内の巧件を達続して再生します。 

! ごミち意 

。フォルダを選択中は rvo に E PL M 0 DE >」 を表おしません。 

MUSIC PL M 0 DE > 

MP 3 ファイルの再生モードを設定します。 

1 FILE PLAY : ひとつのファイルの再生び終わると、;欠のファイルのはじめで停止 

します。 

1 FILE REPEAT : ひとつのファイルを繰り返し再生します。 

CONTINUED PLAY * : ひとつのフォルダ内のファイルを連続して再生します。 

ALL REPEAT : 。フォルダ内の全ファイルを繰り返し再生します。 

SHUFFLE : 。フォルダ内の全ファイル順不同に繰り返し再生します。 

! ごミち意 

A 〜 E フォルダを選択中は 「MUSIC PL M 0 DE >」 を表示しません。 

F 0 RMAT > 

フラッシュメモ U —巧のデータを初期化します。 

! ごミち意 

初期化するとをはパソコンではなく本機でおこなって<ださい。 

DATE & TIME > 

時計を設定します。の 6 Y 1 M 1 が） 

巨 EEP :0 N 

確認音を設定します。 

ON * :操作時の受け付け確認音およびエラーのビープ音び鳴ります。 

OFF :操作時の受け付け確認音やエラー音び鳴りません。 

LED :0 N 

0 PR ランプの点な、消なを設定します。 

ON * :動作中は 0 PR ランプび点むまたは点滅します。 

OFF ： 動作中も OPR ランプは点むしません。 

! ごミち意 

US 巨接続時は設定にかかわらず点滅します。 

BACK UGHT :0 N 

バックライトの点な、消なを設定します。 

ON * :バックライトび点むします。 

OFF ： 動作中ちバックライトは点なしません。 

ERASE ALL MSG > 

選んだフォルダの中身をすべて消まします。 

ERASEAMSG > 

1件消去します。 


他の機器と接続して巧5 


■本機の音声を他の機器で録音ずる 

本機のイヤホンジャックを他の機器のマイクジャック/ラインインにつなざます。 

イヤホンジャックへ 才ーデイオコード マイクジャック/ラインインへ 



お巧いになれるオーディオコード(別売） 

マイクジャックを使って接続するときは、次の抵抗入りオーディオコードをお使いください。 



にレコーダー側 

接続巧機器側 

RK - G 13 己 

ステレオ S ニプラグ(抵抗入り） 

ミニプラグ(モノラル）（抵抗入り） 

RK - G 134 

ステレオ S ニプラグ(抵抗入り） 

ステレオ S ニプラグ(抵抗入 0) 

ラインインを使って接続するときは、次の担巧なしオーディオコードをお使いください。 


にレコーダー側 

接続巧機器側 

RK - G 139 

ステレオミニプラグ(抵抗なし） 

S ニプラグ(モノラル）（抵抗なし） 

RK - G 136 

ステレオミニプラグ(抵抗なし） 

ステレオ S ニプラグ(抵抗なし） 


■使用上のごま意 

ノイズについて 

• 録音中や再生中に本機を電む線、壁光灯、携帯電話など 
に近づけすざると、ノイズび入ることびあります。 

• 録音中に本機に手などび当たったり、こすったりする 
と、雑音び録音されることびあります。 

ご使用場所について 

• 運廣中のご使用は危険ですのでおやめ<ださい。 

取り扱いについて 

• 落としたり、強いショックをちえたりしないでくださ 
し、。故障の原因になります。 

• 次のよラな場所には置かないでください。 

-温度び非萬に高いところ (60 で切上)。 

-直射日光のあたる場所や暖房器具の近く。 

-窓を閉めをった自動車内(特に夏期)。 

-風呂場など湿気のをいところ。 

-ほこりのをいところ。 

万一故障した場合は、内部を開けずにお買い上げ店また 
はソニーサービス窓□にご相談ください。 

お手入れ 

本体表面びミちれたとをは 

水気を含ませた柔らかい巧で軽くふいたあと、からぶき 
します。シンナーやベンジン、アルコール類は表面の仕 
上げを傷めますので使わないでください。 


• 本製品の不具をにより、録音びできなかった 
場を、および録音内容び破損または消去され 
た場を、録音内容の補償についてはご容赦< 
ださい。 

• 本製品を使用したことによって生じた金銭上 
の損害、逸失利益および第王ちからのいかな 
る請求につをましてち、当社は一切その責任 
を負いかねます。 

• 録り直しのをかない録音の場をは、必ず事前 
にためし録りをしてください。 

• お客様び録音したものは個人として楽しむな 
どのほかは、菁作権法上、権利萄こ無断で使用 
でさません。 


パックアップのおずずめ 

万一の誤消去や、 IC レコーダーの故障などに 
よるデータの消滅皆破損にそなえ、大切な録音 
内容は、必ず予備として、コンピューターなどに 
保存してください。 


■巧障かな？とおった6 

イ|参理を依頼される前に、ちラー度下記項目をチェック 
してみてください。それでも辭決しない場合、ご不明 
な点は、パーソナルオーディオ-カスタマーサポート 
ページをご覧いただくか、お客様ご相談センターまで 
お問い合わせ<ださい。なお、修理に出すと、録音し 
た内容び消えることびあります。ご了承ください。 

操作ボタンを巧しても動作しない。 

• 乾電池の®と©の向さび正し<ない。 

• 乾電池び消耗している。 

• ホールドスイッチが入っている。（ボタンを押すと 
「 HOLD 」 表示び3回点滅します。） 

スピーカーか S 音び出ない。 

• イヤーレシーバーび差し込まれている。 

• 音量び絞られている。 

「MEMORY FULL 」 や 「MESSAGE 
FULL 」 び点滅し、録音でをない。 

• ；><モ U —がいっぱいになっている。 

4不要な用件を消去する。 

• フォルダ内に99件録音されている。 

4不要な用件を消去する。 

雑音び入る。 

• 録音したとさ、本機をこすってしまい、雑音び録音 
された。 

• 録音中や再生中に本磯を電灯線、堂光灯、携帯電話 
などに近づけすざると、ノイズび入ることがあり 
ます。 

• イヤーレシーバーで間いているとを、イヤーレ 
シーノ く一のプラグびミちれている。 

■> プラグをされいにクリーニングする。 

録音レベルびルさい。 

• ；><ニューのマイク感度設定び 「M に SENS : L 」 （低 
感度)になっている。 

4 メニューのマイク感度設定を 「M に SENS : H 」 
(高感度)に切り換える。 

録音び途中で止まる。 

• デジタル V 0 R び作動している。 V 0 R を使用しな 
し'!ときは、メニューの V 0 R を rV 0 R :0 FF 」 にする。 

時計表示び r —:— 」になる。 

• 時計ををわせていない。 


「録音年月日」または r 録音時刻」表示び r-Y 
— M -- D 」 または r —:—」 になる。 

• 時計を合わせていない時に録音した用件には、録 
音した曰付は表示されません。 

電池の持続時間び短い。 

• 乾電池の持続時間は、音量レベルを中間付近に設 
志しステレオイヤーレシーバーで再生した場をの 
目まです。使用条件によっては短くなる場をびあ 
りまず。 

最大録音時間まで録音でをない。 

• ひとつのフォルダ内に99件を超えると、それじ(上 
用件は録音でさません。 

• HQ 、 SP と LP モードを混ぜて録音すると、最大録 
音時間は HQ 、 SP と LP モードの最大録音時間の間 
になります。 

• 最ル録音単位びあるため、用件の数が多いと、端数 
び出ることにより実際の録音可能時間び最大録音 
時間より短くなることがあります。 

• 最ル録音単位より長い用件の場合でち、端数び出 
た場合は、同様に実際の録音時間よりも多く残り 
時間び減ることびあります。 

• 政上の理由により、実隙に録音した時間のを計と、 
「残り時亂を合計した時間び、最大録音時間より 
かな < なる場合びあります。 

正常に動作しない。 

• 乾電池を取り出して、ちラー度入れ直す。 


■保証書と アフターサー 
ビス 

偏正書 

• 戸斤定事項の記入および記載内容をお確かめのラ 
え、大切に保存して < ださい。 

• 保証期間はお買い上げ曰より1年間です。 

アフターサービス 

調子び悪いときはまずチェックを 

この説明書をちラー度ご覧になってお調べください。 

それでち具合の悪いときはサービスへ 

お客様ご相談センター、お買い上げ店、または添付の 
「ソニーご相談窓□のご案内」にあるお近くのソニー 
サービス窓□にご相談ください。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただきま 
す。詳し<は保証書をご覧<ださい。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持でさる場をは、ご要壁によ 
り有料修理させていたださます。 

部品の保有期間について 

当社ではにレコーダーの補修用性能部品(製品の機 
能を維持するために必要な部品)を、製造巧ち切り後 
6年間保有しています。この部品保有期間を修理可 
能な期間とさせていたださます。保有期間が経過し 
た棲ち、故障箇所によっては修理可能の場合びあり 
ますので、お買い上げ店またはサービス窓□にご相 
談ください。 


■主な仕様 

録音方式 内蔵フラッシュメモリー使用、容量 

512 MB ( ICD - U 60). 

1 GB ( ICD - U 70)、 モノラル録音 
実際の使巧可能領域は、少な < なる場合 
びあ0ます。 

最大録音時間 に D - U 7 日 に D - U 6 日 

HQ : 115時間10分 57時間3日分 
SP : 307時間1日分 1日3時間巧分 
LP : 己02時間4己分 2己1時間己分 
周液数節囲 HQ : 16日〜6,8日0 Hz 

SP : 10日〜3,4日0 Hz 
LP : 10日〜3,4日0 Hz 
MP 3: 20〜20,000 Hz 
MP 3 対応ビットレート （ kbps ) 

MPEG Ver . 1 Layer 3: 

32, 4日，48, 56, 目 4, 8 日， 96, 112， 
128, 160, 192, 224, 256, 320 
MPEG Ver . 2 Layer 3: 

32, 4日，48, 56, 目 4, 8 日， 

96,112, 128, 144,160 
MP 3 対応サンプリング周液数 ( kHz ) 

MPEG Ver . 1 Layer 3: 

32 .日， 44.1,48.0 
MPEG Ver . 2 Layer 3: 

16.0, 22.05, 24.0 
スピーカー 直径 1 日 mm 

出力端子 イヤホン (S ニ ジャック/ステレオ） 

出力：負荷インピーダンス8〜3000 
入•出力端子 US 巨 コネクタ 

実用最大出カ スピーカー時3日 mW 
電源 DC 1.5 V 

単4形アルカ U 乾電池または充電式 
ニッケル水素電池1本使用 
最大外お寸法 約3日.日 X 99.7 X 2 日.日 mm 

(幅/高さ/奥行を)最大突起部含まず 
質量 目 4 g (アルカ U 乾電池 LR 03 1本含む） 


別売アクセサリー 

こッヶ )レ水素電池専巧急速充電器 
目 CG -34 HRE /充電式ニッケルか素電 
池単4形 NH - AAA -2 巨 E /オーディオ 
コード RK - G 134/ G 13 己（抵抗入り）、 
RK - G 136/ G 139 (抵抗:なし）/アク 
ティブスピーカー SRS - T 88 

本機は Fraunhofer IIS 及び Thomson の MPEG 
Layer -3 才ーディオコーディング技術と特許に基づく許 
語製品です。 

本機は Windows 目8 Second Edition/Windows 
Millennium Edition での動作を確認しておりますび、 
マイクロソフト社のサポートび終了したことにより、 

0 S に起因した問題などのサポートび行えなくなります。 
今後アップグレードプログラムの提供など、が来どおり 
のサポートびでさない場合びあります。 

本機の仕様およびが観は、改良のため予告なく変更する 
ことびありますび、ご了承 < ださい。 


お問い合わせ窓口のご案内 

本機についてご不明な点や技術的なご質問、故障 
と思われるときのご相談については、下記のお問 
い合わせ先をご利用 < ださい。 

• ホームぺージで調べるには^パーソナルオー 
ディオ • カスタマーサポートへ 
( http :// www . sony . co . jp / support - pa /) 

IC レコーダーに関する最新ヴ ポー ト情報や、よ 
<あるお問いをわせとその回答をご案內する 
ホームページです。 

• 電話- FAX でのお問いちわせは一お客様ご相 
談センターへ(下記電話. fax 番号） 

• 本機の商品カテゴ U —は[にレコーダー]- 
[ IC レコーダー]です。 

• お問いをわせの際は、次のことをお知らせく 
ださい。 

-型名：に [> U 60/ に D - U 7 日 
ーシリアルナンバー：電池ボックス内 
一ご相談内容：でさるだけ詳しく 
一お買い上げ年月曰 

商 品の修理、お取扱い方法、お買物相談などの問い合わ 

• http :// www . sony . co . jp / SonyDrive / 

お客様ご相談センター 

• ナビダイヤ J レ 2 S 0 已 70-00-331 1 

(全国どこか5でち市内通話料でご利巧いただけます） 

• 携帯電話* PHS でのご利用は.. 03-5448-331 1 

(すビダイヤルびご利用でさない場合はこちらをご利巧ください） 

• FAX . 04巨 6-31-2 已9已 

受付時間：月〜金 9:00 〜 20:00 ± .曰-祝日 9:00 〜 17:00 

お覃話は自動音再応答にてお受けしています。 

ソニー株式会社干 108-007 已東京都港区港南 1-7-1 














